
研 究 会 報 告

q振動子系の力学過程と統計 (第 2回)"

基研短期研究計画の一環として上記研究会が7月25日～29日さこ教育相 慣

高原生物研究所に於て開かれたO参加者は下記の適 Olo

戸谷 .掘 .朝日 `福島 口ヒ大),戸田.小寺 .大沢 (致育大), 小野 (東大)

斉藤 (早大), 小暮 (都立野寺),広田 (芝商工 大)･ 滝沢 (名大),

餅田 .中沢 .岡田 .松田 (京大), 柏村 (関西鉄鋼短大) .

この研究会は昨年秋の第一回研究会に引 きつづき､力学過程に密接 した観点

に立って､一般的 な基礎的事実を積み上げて行 く事を主な目的 として行なわれ

た｡取 り上げられた具体的な対象は主 として結晶格子であ り,不純物 ,表面等

の存在のための完全 な並進対称性からのずれが､系の tiI旺-dependent及至

は time-independenもな性 質 に どのような影響を与えるかが主なテ-マで

あった｡ この研究会の中核をなすグループでは以前有限個の不純物を含む結晶

格子の局在振動 とBr･own運動類似の運動が中心 テーマで､その成果はPrO-

gr'essの Supplemen七に報告 されたが､昨年秋の研究会においてはtime-

indepeindentの問題では新たにSurfacemodeの問題､無限個の不純物が

あるとき.のスペグ トルの一般的性質等に関して解明及至は問題操起が行われ､

time-dependen七lo)問題では数個の不純物を含む結晶のエわ レギーの流れに

ついての計算から結晶内のエネルギ-.の流れ とか､不蔑則外力或は熱槽の役割

に関す る基礎的研究が始められたo

以下寝長のまとめ 〔不規則外力の影響 (小寺),不境則格子の振動 不ペクト)t/

(斉藤 .朝日)〕に見 られ るように昨年秋からの持越しの問題を更に くわしく

調べて深めようとした研究報告がかなりあった｡ しかしこれ ら地道な研究報告

を通 じて受けた印象は従来の行き方が一つの壁に面 していてこれを乗越えるに

はやは り何か新しい考え方 ,方法論の導入が必要なのではないか と云 うことで

ある. 特に もime-depend.entの問題についてはその感が潔い∩

昨年秋の研究会では調和近似の下での time-a_ependentの問題の意表を十
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